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市
は
、
過
去
の
災
害
発
生
の
状
況
を
踏
ま

え
、
６
月
か
ら
は
避
難
勧
告
な
ど
の
避
難
情

報
と
合
わ
せ
て
５
段
階
の
警
戒
レ
ベ
ル
で
防

災
情
報
を
伝
達
し
ま
す
。

　

お
住
ま
い
の
地
区
に
警
戒
レ
ベ
ル
４
が
発

令
さ
れ
た
場
合
は
、
危
険
が
迫
っ
て
い
ま
す

の
で
、
速
や
か
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
…
消
防
防
災
課
☎
72

－

８
３

０
６

警戒レベル 避難情報など 避難行動など

■災害発生後に北上市が最初に開設する避難所■

　

避
難
所
の
開
設
は
、
北
上
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
Ｆ
Ｍ｢

き
た
か
み
Ｅ
＆
Be
エ
フ
エ
ム｣

(

88
・
８
Ｍ
Ｈ
ｚ)

や
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
へ
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
で
周
知
し

ま
す
。

５
段
階
の
警
戒
レ
ベ
ル
が
設
定
さ
れ
ま
し
た

水
害
・
土
砂
災
害
の
防
災
情
報
の
伝
え
方

地　 区 震　災　時 風　水　害　時
黒沢尻北 黒沢尻北地区交流センター 黒沢尻北地区交流センター

黒沢尻東
黒沢尻東地区交流センター

北上勤労者体育センター

上野中学校

日本現代詩歌文学館

黒沢尻西 黒沢尻西地区交流センター 黒沢尻西地区交流センター

立　　花 立花地区交流センター 立花地区交流センター

飯　　豊 飯豊地区交流センター 飯豊地区交流センター

二　　子 二子地区交流センター 北上北中学校

更　　木 更木地区交流センター 特別養護老人ホーム八天の里

黒　　岩 黒岩地区交流センター 黒岩地区交流センター

口　　内 口内地区交流センター 口内地区交流センター

稲　　瀬 稲瀬地区交流センター 孝輝殿

相　　去 相去地区交流センター 北上総合体育館

鬼　　柳 鬼柳地区交流センター 鬼柳地区交流センター

江 釣 子 江釣子地区交流センター 江釣子地区交流センター

和　　賀 和賀地区交流センター 和賀地区交流センター

岩　　崎 岩崎地区交流センター 岩崎地区交流センター

藤　　根 藤根地区交流センター 藤根地区交流センター

警戒レベル５
既に災害が発生している状況で
す。命を守る最善の行動をとり
ましょう

災害発生情報
（市が発令）

警戒レベル４
速やかに避難先に避難しましょ
う

避難勧告
避難指示(緊急)

（市が発令）全員避難！

警戒レベル３ 避難に時間を要する人(高齢
者、障がいのある人、乳幼児な
ど)とその支援者は避難をしま
しょう

避難準備・
高齢者等避難開始

（市が発令）
高齢者などは

避難！

警戒レベル２
避難に備え、ハザードマップな
どにより、自らの避難行動を確
認しましょう

洪水注意報
大雨注意報など
（気象庁が発表）

警戒レベル１ 災害への心構えを高めましょう
早期注意報

（気象庁が発表）
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ブレイク

　昨年11月、自転車を活用したまちづくりを推進
する全国市区町村長の会が設立された。私も発起
人として名を連ね、東北ブロックを担当する副会
長として活動を始めたところである。これは2017
年５月に施行された自転車活用推進法に基づいた
まちづくりを自治体基点で全国展開しようとする
もので、当市のあじさい都市推進とも深く関わっ
ている。
　あじさい都市構想では、拠点間を公共交通に
よって有機的に結び、車が運転できない高齢者や
子どもたちの移動手段を整備しようとしている。
この交通システムを補強する有効な交通手段が自
転車なのである。鉄道の駅や路線バスの停留所か
ら家まで、あるいは目的の施設までの二次交通に
自転車が活用できれば、公共交通の活用頻度が確
実に増え、路線廃止や撤退を防ぐことができる。
　現在、この首長会議では超党派の国会議員連盟
などと連携して自転車通勤の普及や自転車交通の
安全対策、自転車ツーリズムやサイクルトレイン
など、多岐にわたって議論を進め、必要があれば
国に提言することとしている。東北ブロックは東
日本大震災の復興を優先的に進めてきたため、自
転車活用においては他のブロックに比べ少し遅れ
ているが、今後はしっかりと取り組んでいくべく、
働きかけていきたいと考えている。
　ご承知の通り、自転車は健康にも地球環境にも
優しい交通手段である。あの東日本大震災直後に
自転車屋から自転車が消えた事を思い出してもら

 北上市長

　

市
は
、
北
上
市
い
の
ち
支
え
る
行
動
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

同
計
画
は
、
改
正
自
殺
対
策
基
本
法
に
基

づ
き
、
す
べ
て
の
市
町
村
が
策
定
す
る｢

市

町
村
自
殺
対
策
計
画｣
で
あ
り
、
市
民
、
関

係
機
関
、
行
政
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
目
指

す
た
め
の
指
針
で
す
。
計
画
の
期
間
は
２
０

１
９
年
度
か
ら
２
０
２
３
年
度
ま
で
の
５
年

間
で
す
。

　

現
在
、
市
の
自
殺
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
男
性
40
歳
代
お
よ

び
80
歳
以
上
、
女
性
70
歳
以
上
の
自
殺
者
数

が
多
い
状
況
で
す(

下
図
参
照)

。

　

自
殺
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
市
民
一
人
一
人

が
悩
ん
で
い
る
人
に
気
づ
き
、
声
を
か
け
、

話
を
聞
い
て
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
見
守

る
人｢

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー｣

に
な
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
周
り
に
、
次
の
よ
う
な
サ
イ
ン

が
出
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

●
た
め
息
ば
か
り
つ
い
て
い
る　

●
最
近
眠
れ
て
い
な
い
よ
う
だ　

●
口
数
が
少
な
く
な
っ
た

●
食
欲
も
な
く
、
や
せ
て
き
た　

社
会
全
体
で
自
殺
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

北
上
市
い
の
ち
支
え
る
行
動
計
画
を
策
定

●
仕
事
中
も
ボ
ー
っ
と
し
て
い
る

　

身
近
に
悩
ん
で
い
る
人
が
い
た
ら
、
声
を

か
け
て
話
を
よ
く
聴
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
一

緒
に
考
え
る
こ
と
で
孤
立
を
防
ぎ
、
安
心
を

与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
声
を
か
け
る
こ
と
か
ら
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ
…
健
康
増
進
課
☎
72

－

８
２

９
６
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北上市における自殺者数(平成24年～28年の累計)

資料：厚生労働省　地域における自殺の基礎資料

自転車とあじさい都市

いたい。将来の環
境制約を考えて
も、車だけではな
い多様な交通手段
の一つとして自転
車活用を改めて考
えることが必要で
はないだろうか。
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令
和
元
年
度
介
護
保
険
料
お
よ
び
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
の
納
入
通
知
書
を
７
月
中

旬
に
送
付
し
ま
す
。

　

各
保
険
料
は
、
通
常
７
月
か
ら
翌
年
２
月

ま
で
の
年
８
回
、
納
付
書(

ま
た
は
口
座
振

替)

で
納
め
ま
す
。

　

一
定
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
人
は
、
年
金

か
ら
の
天
引
き
に
よ
り
年
６
回
で
納
め
ま
す
。

天
引
き
に
よ
り
納
め
る
人
の
納
入
通
知
書
に

は
、
翌
年
度(

令
和
２
年
度)

の
４
月
、
６

月
、
８
月
の
納
付
額(

予
定
額)

を
記
載
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
納
付
書(

ま
た
は
口
座
振

替)

と
天
引
き
の
両
方
で
納
め
る
人
も
い
ま

す
。 納

入
通
知
書
が
届
き
ま
す

介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

保
険
料
の
算
定

過
去
の
保
険
料
の
免
除
・
猶
予

申
請
が
で
き
ま
す

◆
介
護
保
険
料

■
対
象
…
①
災
害
に
よ
る
財
産
の
著
し
い
損

失
や
収
入
の
減
少
が
認
め
ら
れ
る
人
②
生
活

の
困
窮
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
人

で
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人(

納
入
通

知
書
の
減
免
の
該
当
要
件
を
満
た
す
人)

◆
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

■
対
象
…
災
害
や
そ
の
他
の
特
別
な
事
情
が

あ
る
人

◇
共
通
事
項

■
申
請
に
必
要
な
も
の
…
納
入
通
知
書
、
印

鑑
、
通
帳
な
ど

※
減
免
の
内
容
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

■
申
請
…
納
付
書(

ま
た
は
口
座
振
替)

で

納
め
る
人
は
納
期
限
７
日
前
ま
で
、
年
金
天

引
き
の
人
は
年
金
支
給
月
の
前
々
月
の
15
日

ま
で
に
各
課
へ

■
問
い
合
わ
せ

▽
介
護
保
険
料
…
長
寿
介
護
課
☎
72

－

８
２

１
９

▽
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
国
保
年
金
課

☎
72

－

８
２
０
５

※
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
新
た
な
被
保
険

者
証
は
、
７
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。
８
月

か
ら
使
用
で
き
ま
す
。

　

保
険
料
は
前
年
の
収
入
・
所
得
な
ど
に
応

じ
て
年
額
を
決
定
し
ま
す
。

◆
介
護
保
険
料

　

所
得
や
世
帯
の
収
入
・
所
得
に
応
じ
た
11

段
階
の
保
険
料
区
分
の
中
か
ら
算
定

◆
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

均
等
割
額
は
３
８
０
０
０
円
、
所
得
割
率

は
７
・
36
％

※
世
帯
の
所
得
に
応
じ
て
均
等
割
額
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

免
除
・
猶
予
が
で
き
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
納
付
が
困

難
な
場
合
、
申
請
を
し
て
承
認
さ
れ
る
と
納

付
額
の
全
額
ま
た
は
一
部
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

学
生
や
50
歳
未
満
の
人
は
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

■
申
請
開
始
…
７
月
１
日
㈪
か
ら
同
課
へ

※
継
続
申
請
の
承
認
を
受
け
て
い
な
い
人
は

年
度
ご
と
に
申
請
が
必
要
で
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

①
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る

も
の
ま
た
は
身
分
証
明
書(

運
転
免
許
証
・

健
康
保
険
証
な
ど
）

②
認
印(

ス
タ
ン
プ
式
不
可
）　

③
平
成
29
年
12
月
31
日
以
降
に
離
職
し
た
人

は｢

離
職
票｣

ま
た
は｢

雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証｣

(

ど
ち
ら
も
写
し
可
）　

　

申
請
日
の
２
年
１
カ
月
前
か
ら
の
期
間
に

つ
い
て
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
や
猶
予
申
請

が
で
き
ま
す
。

　

申
請
を
希
望
す
る
人
は
早
め
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
…
国
保
年
金
課
☎
72

－

８
２

０
６

保
険
料
の
減
免
が
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す

④
学
生
は｢

学
生
証｣

｢

在
学
証
明
書
」（
学
生

証
は
表
裏
両
面
の
写
し
可
）

※
所
得
審
査
基
準
や
必
要
書
類
は
世
帯
構
成

で
異
な
り
ま
す
。
免
除
さ
れ
た
期
間
の
保
険

料
は
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
追
納
で
き
ま
す
。

　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
in
い
わ
て
２
０

１
９
矢
巾
町
見
学
ツ
ア
ー(

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

研
修
会
第
４
回)

を
開
催
し
ま
す
。
ツ
ア
ー

の
詳
細
な
ど
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

■
と
き
…
７
月
14
日
㈰
９
時
～
15
時(

９
時

本
庁
舎
正
面
玄
関
前
集
合)

■
と
こ
ろ
…
矢
巾
町
交
流
セ
ン
タ
ー
や
は

ぱ
ー
く

■
対
象
…
ど
な
た
で
も
参
加
可

■
定
員
…
30
人(

先
着
順)

■
参
加
料
…
無
料

■
申
し
込
み
…
７
月
11
日
㈭
ま
で
に
農
業
振

興
課
へ

■
問
い
合
わ
せ
…
農
業
振
興
課
☎
72

－

８
２

３
８

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
見
学
ツ
ア
ー
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黒東小が読書活動で文部科学大
臣表彰

６月５日

　黒沢尻東小学校が４月23日、子供の読

書活動優秀実践校として文部科学大臣表

彰を受け、５日、大沼英生校長が市へ報

告に訪れました。

　同校の職員による児童への読み聞かせ

や、図書館まつりの開催、さまざまなジャ

ンルの本を読みビンゴゲームを行う図書

ビンゴカードなどの活動が認められたも

の。大沼校長は｢今後も全職員を挙げて

読書活動を推進していきたい｣と今後の意

気込みを話していました。

　展勝地開園100周年記念事業準備委員

会が開催されました。同準備委員会の解

散協議と、同時に同実行委員会の設立協

議が行われ承認を得ました。同実行委員

会は、2021年に開園100周年を迎える展勝

地の歴史的役割や、次の100年を見据え、

未来を創造するための礎を築くことを目

的としています。参加した委員らは｢展勝

地の将来の構想を子どもたちに考えても

らってはどうか｣など、開園100周年に向

け活発に意見を交わしていました。

展勝地開園100周年記念事業実
行委員会設立へ

６月６日

ス
ポ
ー
ツ
く
じ
の
助
成
金
を
活
用
し
ま
し
た

光
波
距
離
測
定
装
置
の
購
入

　

市
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金
を
活

用
し
、
北
上
陸
上
競
技
場
に
設
置
す
る
光
波

距
離
測
定
装
置
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

光
波
距
離
測
定
装
置
と
は
、
陸
上
競
技
に

お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
競
技
全
種
目
の
距
離
や

高
さ
を
計
測
す
る
も
の
で
す
。

　

同
助
成
は
、
ス
ポ
ー
ツ
く
じ(

t
o
t
o

・

t
o
t
o
B
I
G
)

の
販
売
に
よ
り
得
ら
れ
る
資
金
を

も
と
に
、
地
方
公
共
団
体
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ

団
体
が
行
う
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
目
的
と
す

る
事
業
に
対
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
…
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
☎
72

－

８
３
１
３

雪
を
利
用
し
て
地
域
の
魅
力
を
発
信

東
京
都
品
川
区
・
江
東
区
で
雪
イ
ベ
ン
ト

　

北
上
・
西
和
賀
観
光
連
絡
協
議
会
は
、
東

京
都
特
別
区
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
に
地
域
資
源

の｢

雪｣

を
届
け
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
て

い
ま
す
。
同
事
業
は
今
年
で
５
年
目
。
５
月

12
日
に
品
川
区
で
開
催
さ
れ
た｢

わ
！
っ
く

わ
く
ラ
ン
ド
し
な
が
わ｣

に
８
ト
ン
、
５
月

19
日
に
開
催
さ
れ
た｢

第
31
回
江
東
こ
ど
も

ま
つ
り｣

に
16
ト
ン
の
雪
を
届
け
ま
し
た
。

　

夏
油
高
原
ス
キ
ー
場
か
ら
各
会
場
へ
届
け

ら
れ
た
雪
は
、
滑
り
台
や
雪
あ
そ
び
の
コ
ー

ナ
ー
に
早
変
わ
り
。
た
く
さ
ん
の
親
子
連
れ

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
会
場
に
は
北
上
・
西
和
賀
地
域

の
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。
特
産
品
の
販
売

や
観
光
施
設
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
配
布

し
、
雪
と
共
に
地
域
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
し

た
。

品川区

江東区


